
23

　
人
類
は
７
０
０
万
年
前
に
誕
生
。
豊
か
な
熱

帯
雨
林
の
樹
上
生
活
か
ら
、
サ
バ
ン
ナ
へ
進
出

し
た
の
は
４
５
０
万
年
前
。
狩
猟
道
具
を
用
い

た
の
が
50
万
年
前
。
言
葉
を
得
た
の
が
７
万
年

前
。
人
類
の
歴
史
は
、
肉
食
獣
か
ら
集
団
で
身

を
守
る
時
間
だ
っ
た
。

　
進
化
の
過
程
で
得
た
最
も
大
き
な
力
は
、
相

手
の
気
持
ち
に
立
っ
て
物
事
を
進
め
る
共
感

力
。
相
手
と
対
面
し
、
見
つ
め
合
う
。
そ
こ
か

ら
互
い
の
思
い
を
く
み
と
り
、
信
頼
が
で
き
協

力
し
あ
う
。
人
間
の
目
が
横
長
で
、
白
目
が
あ

る
の
は
、
視
線
の
わ
ず
か
な
動
き
を
と
ら
え
、

相
手
の
気
持
ち
を
よ
り
敏
感
に
つ
か
む
た
め
。

視
覚
・
聴
覚
等
の
五
感
も
信
頼
を
高
め
る
の
に

役
立
っ
た
。
共
感
力
と
豊
か
な
感
性
、
鋭
い
直

感
力
に
よ
り
人
は
つ
な
が
っ
て
き
た
。

　
集
団
の
人
数
が
増
え
る
に
つ
れ
、
社
会
的
行

動
が
複
雑
化
し
、
脳
も
大
き
く
な
る
。
現
代

人
と
同
じ
大
き
さ
に
な
っ
た
の
は
60
万
年
前
。

１
５
０
人
程
度
の
集
団
。
面
白
い
こ
と
に
、
今

も
一
般
的
な
狩
猟
採
集
民
の
村
は
同
規
模
だ
と

い
う
。
顔
を
覚
え
、
信
頼
を
保
て
る
数
だ
。

　
人
類
は
言
葉
で
世
界
を
広
げ
て
き
た
。
言
葉

と
い
う
道
具
を
用
い
る
こ
と
で
、
農
耕
・
工
業

・
情
報
通
信
と
大
き
な
発
展
を
遂
げ
た
。
そ
の

帰
結
が
Ａ
Ｉ
。
情
報
を
介
し
て
脳
だ
け
で
つ
な

が
る
社
会
。
だ
が
、
圧
倒
的
に
長
い
間
、
言
葉

を
持
た
ず
、
共
感
力
や
身
体
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
生
存
し
て
き
た
人
間
は
、
速
す

ぎ
る
変
化
に
対
応
で
き
な
い
で
い
る
。

　
吉
野
彰
さ
ん
が
、
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
に
輝
い

た
。
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
開
発
し
た
功
績

に
よ
る
。
明
朗
で
笑
顔
の
い
い
人
。
京
都
大
学

の
出
身
。
国
家
を
背
負
う
東
大
に
対
し
、
京
大

は
自
由
闊
達
な
雰
囲
気
が
あ
る
。

　
役
に
立
つ
か
ど
う
か
は
問
わ
な
い
。
好
き
な

こ
と
を
や
る
。
ヘ
ン
な
こ
と
を
や
る
人
が
い

い
。「
頭
が
え
え
な
」
は
、
馬
鹿
に
さ
れ
て
い
る

こ
と
。「
お
も
ろ
い
な
」
は
、
褒
め
言
葉
。
現
実

の
科
学
技
術
や
経
済
に
は
貢
献
し
そ
う
も
な
い

〝
お
も
ろ
い
〟
研
究
を
し
て
い
る
人
が
い
る
。

　
京
大
総
長
の
山や

ま

極ぎ
わ

寿じ
ゅ

一い
ち

さ
ん
。
ゴ
リ
ラ
の
研

究
家
だ
。
ア
フ
リ
カ
の
密
林
で
ゴ
リ
ラ
と
一
緒

に
寝
起
き
し
、
ゴ
リ
ラ
の
集
団
形
成
、
リ
ー
ダ

ー
選
び
、
意
思
の
交
わ
し
方
等
を
、
40
年
以
上

に
わ
た
り
実
地
調
査
し
て
き
た
。
そ
の
視
点
か

ら
、
人
類
の
進
化
の
歴
史
を
探
り
、
社
会
が
直

面
し
て
い
る
課
題
を
見
つ
め
、
人
間
の
未
来
に

警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

　
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
が
劇
的
に
社
会
を
変
え

よ
う
と
し
て
い
る
。
利
便
性
を
期
待
す
る
一

方
、
言
い
知
れ
ぬ
不
安
も
抱
え
て
い
る
。
そ
れ

を
軽
減
す
る
に
は
、
過
酷
な
環
境
を
生
き
抜
い

て
き
た
人
類
の
体
に
刻
ま
れ
た
記
憶
を
、
読
み

解
く
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
人
間
は
言
葉
と
技
術
で
、
富
と
快
適
な
環
境

を
手
に
し
た
。
だ
が
、
地
域
社
会
と
の
つ
な
が

り
は
、
格
段
に
薄
れ
た
。
今
で
は
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
で
対
面
不
要
な
仮
想
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
生
み
出
し
た
。
各
人
の
好
み
や
時
間
に
応

じ
て
、
自
由
に
情
報
空
間
を
出
入
り
し
「
い
い

ね
！
」
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
人
間
の
歴
史
に
は
な
い
不
思
議
な
集
団
。
そ

れ
は
、
現
実
世
界
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
切
り

離
さ
れ
て
い
る
不
安
の
裏
返
し
の
よ
う
に
思
え

る
。「
自
分
へ
の
ご
褒
美
に
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
へ

…
」
と
い
う
若
者
が
少
な
く
な
い
と
い
う
。
そ

も
そ
も
人
間
は
、
他
人
か
ら
褒
め
ら
れ
る
こ
と

で
安
心
す
る
も
の
。
ど
こ
か
で
人
間
関
係
の
基

本
が
崩
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
現
代
人
は
土
地
や
人
か
ら
離
れ
、
孤
独
に
な

っ
て
い
る
。
自
ら
開
発
し
た
科
学
技
術
を
制
御

で
き
な
い
の
で
は
、と
い
う
不
安
の
中
に
い
る
。

そ
れ
を
和
ら
げ
る
に
は
、
共
感
や
信
頼
が
欠
か

せ
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
井
戸
端
会
議
や
床

屋
談
義
、
同
級
会
の
よ
う
な
目
的
を
持
た
ず
安

ら
げ
る
時
間
。
赤
ち
ゃ
ん
に
対
す
る
母
の
よ
う

な
、
見
返
り
を
求
め
な
い
時
間
が
必
要
。

　
人
類
は
仲
間
を
思
い
や
り
、
慈
し
み
、
分
か

ち
合
っ
て
、
生
き
残
っ
て
き
た
。
共
感
力
、
感

性
、
直
感
力
な
ど
身
体
に
根
差
す
も
の
は
、
Ａ

Ｉ
に
は
作
れ
な
い
。
ひ
た
す
ら
効
率
や
結
果
を

追
求
す
る
脳
中
心
の
社
会
に
、
人
間
が
育
ん
で

き
た
「
こ
こ
ろ
」
や
「
情
」
を
組
み
込
む
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
今
こ
そ
人
間
性
の
復
権
だ
。

「
人
間
の
進
化
と
共
感
力
」
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